























られる吉田松桧 (1830'" 1859) を取り上げるはらそして松陰がどのように
『海国 I~志』を読み、それが彼の対外認識にどのように影響を与えたか、t!IJ ち
松i壊の f海盟国志』受容を考察する。その場合、西洋砲術の権威で、その部で

























































































































































































































































































































日)J (i野1獄文稿J (~;i柴~ 1Jí~四巻第 36寅~第 37頁))と言う論稿があり、また
r (松陰海i頭部識〔識は志の誤り〕盟議利方0) どうぞ借観仕り度く候。借観相成り 1柔
はば輿地全i詔・坤i奥i翠識を付送顕ひ奉り 1柔J (兄杉梅太郎との往復書籍、嘉永七年
十丹十五回復 (W全集』第八巻、第292頁))J とあり、松陰の著作にこの二種類










































となると云ふ Q 是くの女Ilしにして始め 0Jと言う。「曾て米利
1/件の獄nilJを見るj とあるが、それは『海注j f星雲利加洲きI~ 弥利










































を冷静に批判的に捉えていることであるのこのj誌は l~ïIï佐久!?司象 LU の貌源の『聖
武記』、『海盟関;志』に対する態度とキ13通じる点がある松i爆は『海i盟関
志』を読んだ時点で、践に部i象i勾の影響の下、彼の爽秋に対抗する策は既に























と海保jfix 松陰 ミネルヴァ u (ミネルヴア書房、 20031:j三)
とに拠るq
(3)本稿では佐久間象J1.1の伝記事;墳はJ支持IJとして「牧久1M]象iJ-l先生年諮j
編『象 ILI 全集』第~-~巻、信濃毎日新開校、 J934年)に拠る。
(4) t凍其泰、霊IJ 鶴尚子説源評伝~ (南京大学出版社、 200B年)第、二主主「学術交往J第
124頁今





(7) ir百遊日記j 嘉永三年( 第十巻、第39真~第40頁)ョ
(お)梅谷世弘(宕i塗) í~英吉手Ij広述』の後に書く J (和刻本 f海国間志~ r英苦手fj密部j
践L
(9)大i在{樹立j襲籍輸入の文化史.!l (fJf文!:lj瓶、 1997年)第326真。
(10)間J1修三 rw海開閉;志』と日本 2 一利糾本、和解本の害特?としての形態とその
上!?版意図についてJ (文教大学審議文化研究所紀要 Z言語と文化s第24号、 2012年)。
( 1)海環徹 第 J 章 q引接吉田寅次郎の誕生j 第33頁~第34質。
(12) 匂百遊E3記.!l (Ii'全集』第 10巻、 第:35寅~第90貰)"
(13) r佐久間象山先生年諮J (~象山全集3 第一巻、第 38頁、第 45真、第46真、第 49






(17) Ii'袈武記』の手u刻本には、この『翠武記，~す録.~ (巻十-，，-十四 武事余記、嘉永三
(1850年〕年)の外lこ、鷲津践校『袈武言己採要』三!市(巻十i国 武事余記議武五篇、
(29) 
嘉永三 (1850年〕年)、iJjt~=I {言宙 IHHll. (安政三 (1856)年)など
がある。神田信夫 rw袈武記』雑考」伊東方‘学会創立問




り。乃ち捕訳す(横山出JUJ ~Im 嘉手Ij J]I] 総記~ u及、嘉永七年議春〔広瀬達町j五塁塁手IJ)JJ] 
総記』、器永甲賓(七年)初夏者TlJ)、 j京文は漢文。書き下し文は筆者による)。
(20) 時)g{}ii\全集』第一111J第 25 寅~ 26真岳麓謂:社 2004年。
(21)新村容子 i左久i現象1と貌源J (lf文化共生学研究』第6号、 2008年)によれば、
象ilJは心矯的には説i躍を「真に海外のj司志と言うべしJと言い共感しているが、象
山の西洋認識は説源より探く、西洋の軍備の背後に科学が存在することを理解し、
また華夷思想、の枠組みのとらえ直しに一歩踏み出していて、税源との思想的な相違
は顕著である。
(文教大学)
(30) 
